


【　本分科会の流れ　】 

１　小中連携グループのこれまでの取組と成果、課題 

２　アンケート結果を話題にしたパネルディスカッション 

３　ユニバーサルデザインを手がかりとした	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校美術科からの提案 

４　質疑応答 

５　指導講評 



１　小中連携グループの目的	


児童生徒の学びのつながりを意識する	


①教育実践の改善　　　　　　　②児童生徒の学びの質的向上	


中学校教員が「小学校」を意識することによる効果の期待	


「小学校の学びを知り、授業の中でその学びの活用や再発見の場を設ける」	


「小学校指導者の多面的視点による児童生徒理解と、	


  それに基づいた題材開発や指導方法に関して見識研修を深める」	


もう一つの効果を期待・・・	


中学校美術科の存続の危機から、存続の価値への一般的理解の啓蒙	




２-1　これまでの取組	


　・共同ブログ・hpの開設	
 ・プチ研修会	
 ・自主企画ＷＳ	


【中学校美術科教員を中心とするコミュニティの形成とその活動】 



・市小学校図工部会への働きかけ	
 ・小学校図工部会への研修会参加	


・センター図工研修などへの参加	
・小学生に中学生がワークショップ	
 ・交流展覧会	


【小学校や地域との連携活動の試行的実践】 



２-2　これまでの成果	


①岡山市内中学校美術担当者同士の情報交換、	

　 協同的取組の増加	


②小学校や地域との連携による、	

   児童生徒や地域との「つながり」の重要性の認識	


③県北の美術科担当者との交流機会の増加と	

    異なる状況下の学校が抱える課題の相互理解	


④全国の担当者との情報交換による、	

    連携のもつ教育的意義の確認と実践事例の調査	


⑤大学・専門機関の研究者らとの連携による、	

    理論に基づいた題材開発・授業研究の実施	




３　取組から見えてきた方向性と課題	


【 方向性 】	

①　小中共通の教育課題である「生きる力の育成」を	

　　 人・社会・自然と「つながる心、つなぐ力の育成」として捉え具現化することが、	

　　 小中連携の有効な統一的視点になりうること。	


・「かく・つくる・感じ取る」を通し、生徒が人・社会・自然と主体的につながろうと	

　する仕掛けをつくること。	


・その中で、自他の喜びや幸せについて、感じ取り、考え、関わっていく能力を	

　育成すること。	


・これにより、生徒が生涯において、より協調的な生活を創り出さしていく	

　心情や態度を育むこと。	


②　小中連携の実践においては、	

　　 両校の教員間の「つながり」をつくることが前提条件であり、	

　　 さらに学校外との連携も視野に入れる必要があること。	




【 課　題 】	
 小・中間の意識の違いから生じる課題	


小・中に共通した課題	


受け入れる側	


教科担任制	


細分化・専門化した教育内容	


送り出す側	


学級担任制	


基礎的で広範な教育内容	


小中連携に向けた教育行政的な未整備	


小中連携の具体的イメージの曖昧性 

・小中間の人事交流	

・小中相互の研修会への参加の支援・援助	

・小中連携を見据えた合同研修・研究	


・連携の意識や目的への認識不足	

       多忙化による連携活動の準備の持続や実践展開の困難さ	




とにもかくにも、お互いの意識を確かめ合おう	


アンケート調査の実施	


市内８小学校１５０名　中美担当者２６名	


連携について議論を深めていく第一歩	


　Ｑ　図工、美術　相互の印象は？	


　Ｑ　図工、美術で身につけさせたいものは？	


　Ｑ　題材設定において大切にしていることは？	


　Ｑ　指導上、大切にしていることは？	


　Ｑ　小中連携は必要か？	


　Ｑ　図工美術の連携は必要か？	


　Ｑ　連携の具体的な取組は？	




　Ｑ　図工、美術　相互の印象は？	




　Ｑ　図工、美術で身につけさせたいものは？	




　Ｑ　題材設定において大切にしていることは？	




　Ｑ　指導上、大切にしていることは？	
















　Ｑ　小中連携の具体的な取組として考えられることは？	











